
第 29 回 冬のめじけん 目白大学作業療法学科 7期生企画 

あなたは作業療法をどう伝えますか？ 

～広く深い作業療法を共有する工夫～ 
 

目白大学作業療法研究会（略称めじけん）研修会のご案内をさせて頂きます。 

めじけんでは、作業療法に関する興味深いテーマを選び、卒業生だけでなく、 

作業療法士の方ならどなたでも参加して頂ける研修会を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

日時  平成 29 年 3 月5 日（日）13 時 30 分～16時 00分（13 時 00 分受付開始） 

場所  大宮ソニックシティ ソニックシティビル 7階 702研修室（大宮駅徒歩 3分） 

 

講師  広瀬里穂  （高島平中央総合病院） 

大崎津   （高齢者在宅サービスセンター西新井） 

山本麻央  （南面） 

渡辺香織  （柳原リハビリテーション病院） 

松永脩志  （三郷中央総合病院） 

忽滑谷はるひ（いきがいのまちデイサービス美里） 

牧田晨慈  （霞ヶ関南病院） 

山田深里  （川口さくら病院） 

 

参加費 一般 500 円  学生 無料 

主催  目白大学作業療法研修会 

内容  講演 30 分×3組 ディスカッション 4０分（予定） 

定員  45名 

 

申し込み・問い合わせ 

「第 29 回めじけん研修会参加申し込み」というタイトルで、①氏名②勤務先③臨床経験年数（目白在

学生は学年、卒業生は何期生かを加えて）、④メールアドレスを明記の上、3 月 3日（金）までに下記

のメールアドレス、またはホームページよりお申込みください。 

Mail mejiken.ot@gmail.com  HP https://mejiken.jimdo.com/ 

「対象者とその家族、あるいは他職種に、作業療法が正しく認識されていない！」 

「作業療法を説明するのが難しい！」 

そんなシンプルな悩みから本研修会の企画がスタートしました。作業療法で行える手法の幅広さ

と、作業の問題に取り組むことの奥深さをいかに他者と共有できるか、講師陣がリアルな臨床経験

を交えながら伝えます。 

 


